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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
プルガダ型心電図患者の心室細動発症と酸化ス トレスとの関連を評価 した｡68人のプル
ガダ型心電図患者より心内膜心筋生検を行った｡SCN5A 遺伝子解析を行い､生検 した組
織の組織学的所見とともに､免疫染色を行い炎症細胞､酸化ス トレスの評価を行った｡
scN5A遺伝子変異は 14人に認め､心室細動は遺伝子変異群に3人､変異陰性群で 11人
に認められた｡SCN5A 遺伝子変異陰性群では心室細動発症群で有意に酸化ス トレスの蓄
積を認めた｡SCN5A 遺伝子変異群では関連を認めなかった｡組織の線維化､炎症細胞浸
潤は心室細動の発症とSCN5A遺伝子変異の有無に関わらず関連を認めなかった｡酸化ス
トレスは SCN5A遺伝子変異のないブルガダ型心電図患者において､心室細動発症に関与
していることを示した価値ある業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
